
 

 

 
 
 

「映画」と「授業」 
                              校長 藤井 真仁  

夏至も過ぎ、梅雨明けが待たれる毎日です。 

本校では、６月１３日から学年ごとにプール開きを行いましたが、雨の日や晴れても気

温・水温が上がらない日が続き、なかなかプールに入ることができません。このような中

でも、子どもたちは、毎日の勉強や運動、学校行事に意欲的に取り組んでいます。 

 先日、休み時間の教室で、ある児童が「○○って書けるよ」と前の時間に習った漢字を

書いて見せてくれました。また、別の教室では、音楽で歌った曲を数人で口ずさんでいる

姿が見られました。その様子を見て、私は「いい授業が、展開されているのだろうな」と、

うれしくなりました。同時に、初任者の時に、先輩の先生から言われた言葉を思い出して

いました。 

 先輩曰く、「映画館から出てくる人を見れば、その人が観たのがアクション映

画なのか恋愛映画なのか、大体分かるでしょ。授業も同じ。いい授業を受けた

後の子どもの様子を見れば、前の時間がどの教科だったか分かる。･･･」とのこ

と。また、「（２０年以上の教職経験がある）私だって、『いい授業ができた』と

思えるのは、年に１回あるかないかだよ。すぐにはできなくても、いい授業をたくさん行

えるようになってほしい。･･･」と声をかけていただきました。 

あれから２５年が経ちましたが、「あの授業は、うまくいった。」と思えるのは、

ほんの数回です。納得のいく授業は数年に１回しかできず、後悔しております。

この悔しさは、後輩の先生方が晴らしてくれると、密かに期待しています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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